
政
令
第
百
二
十
三
号

関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
等
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
関
税
定
率
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規

定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
関
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
十
九
条
の
三
」
を
「
第
五
十
九
条
の
四
」
に
、
「
第
五
十
九
条
の
四
」
を
「
第
五
十
九
条
の
五
」
に
、
「

「
第
五
章
の
二

認
定
通
関
業
者
（
第
六
十
九
条
・
第
六

第
六
章

収
容
及
び
留
置
（
第
六
十
九
条
―
第
八
十
一
条
）
」
を

第
六
章

収
容
及
び
留
置
（
第
七
十
条
―
第
八
十
一
条

十
九
条
の
二
）

に
改
め
る
。

）

」

第
四
条
の
四
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
四
条
の
四

削
除



第
四
条
の
五
第
一
項
中
「
第
七
条
の
二
第
六
項
」
を
「
第
七
条
の
二
第
五
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
十
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
担
保
の
提
供
命
令
の
手
続
）

第
四
条
の
十
一

法
第
七
条
の
八
第
一
項
（
担
保
の
提
供
）
の
規
定
に
よ
る
命
令
は
、
提
供
す
べ
き
担
保
の
金
額
及
び
当
該

担
保
を
提
供
す
べ
き
期
間
を
記
載
し
た
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
条
の
十
二
第
一
項
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
第
八
十
三
条
第
三
項
」
を
加
え
、
「
並
び
に
関
税
暫
定
措
置
法
第

八
条
第
一
項
（
加
工
又
は
組
立
て
の
た
め
輸
出
さ
れ
た
貨
物
を
原
材
料
と
し
た
製
品
の
減
税
）
の
規
定
に
よ
り
関
税
の
軽
減

を
受
け
た
場
合
に
あ
つ
て
は
そ
の
旨
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第

八
号
と
し
、
第
十
号
を
第
九
号
と
す
る
。

第
八
条
の
四
第
一
号
中
「
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
担
保
に
係
る
増
担
保
を
提
供
し
た
場
合
は
、
当
該
増
担
保

を
含
む
。
）
」
を
削
り
、
「
同
条
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
（
輸
入
時
と
同
一
状
態
で
再
輸
出
さ
れ
る
場
合
の
戻
し
税
）
」
を
「
（
輸
入
時
と
同
一
状
態
で
再
輸
出
さ

れ
る
場
合
の
戻
し
税
等
）
」
に
改
め
る
。



第
十
七
条
の
見
出
し
を
「
（
開
庁
時
間
外
の
貨
物
の
積
卸
し
の
届
出
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
（
執
務
時
間
外
の
貨
物
の

積
卸
し
）
」
を
「
（
開
庁
時
間
外
の
貨
物
の
積
卸
し
）
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
一
号
中
「
第
百
十
九
条
（
質
問
、
検
査
又
は
領
置
）
」
を
「
第
百
十
九
条
第
一
項
（
質
問
、
検
査
又
は
領

置
等
）
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
、
税
関
長
は
」
を
削
り
、
「
事
由
に
よ
り
」
の
下
に
「
税
関
長
が
」
を
加
え
、
同
条

第
三
項
後
段
を
削
り
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
申
請
者
が
法
第
六
十
一
条
の
五
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
（
保
税
運
送
の
特
例
）
の
承
認

又
は
法
第
七
十
九
条
第
一
項
（
通
関
業
者
の
認
定
）
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
税
関

長
が
そ
の
添
付
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
五
十
条
の
四
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
、
税
関
長
は
」
を
削
り
、
「
事
由
に
よ
り
」
の
下
に
「
税
関
長
が
」
を
加
え
、
同

条
第
三
項
後
段
を
削
り
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
申
請
者
が
法
第
五
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
（
保
税
運
送
の
特
例
）
の
承
認
又
は
法

第
七
十
九
条
第
一
項
（
通
関
業
者
の
認
定
）
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
税
関
長
が
そ



の
添
付
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
五
十
五
条
の
次
に
次
の
七
条
を
加
え
る
。

（
国
際
運
送
貨
物
取
扱
業
者
に
関
す
る
要
件
）

第
五
十
五
条
の
二

法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
（
保
税
運
送
の
特
例
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
掲
げ
る
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

一

法
第
五
十
条
第
一
項
（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
の
特
例
）
又
は
第
六
十
一
条
の
五
第
一
項
（
保
税
工
場
の
許
可
の
特
例

）
の
承
認
を
受
け
て
い
る
者

二

法
第
四
十
二
条
第
一
項
（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
）
又
は
第
五
十
六
条
第
一
項
（
保
税
工
場
の
許
可
）
の
許
可
を
受
け

て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
許
可
の
日
（
二
以
上
の
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
最
初
に

受
け
た
許
可
の
日
）
か
ら
三
年
を
経
過
し
て
い
る
者
（
前
号
に
掲
げ
る
者
を
除
く
。
）

三

指
定
保
税
地
域
又
は
総
合
保
税
地
域
に
お
い
て
貨
物
を
管
理
す
る
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
管
理
を
始
め
た
日
か
ら
三
年

を
経
過
し
て
い
る
者

四

次
に
掲
げ
る
者
で
あ
つ
て
、
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
の
承
認
の
申
請
の
日
前
三
年
間
に
お
い
て
保
税
運
送
を
し



た
こ
と
が
あ
る
者

イ

海
上
運
送
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
七
号
）
第
十
九
条
の
五
第
一
項
前
段
（
貨
物
定
期
航
路
事
業
の
届

出
）
又
は
第
二
十
条
第
一
項
前
段
若
し
く
は
第
二
項
前
段
（
不
定
期
航
路
事
業
の
届
出
）
の
届
出
（
以
下
こ
の
号
に

お
い
て
「
事
業
の
届
出
」
と
い
う
。
）
を
し
た
者
（
当
該
事
業
の
届
出
に
係
る
同
法
第
十
九
条
の
五
第
二
項
又
は
第

二
十
条
第
三
項
の
届
出
を
し
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）
で
あ
つ
て
、
当
該
事
業
の
届
出
の
日
（
二
以
上
の
事
業
の
届

出
を
し
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
最
初
に
し
た
事
業
の
届
出
の
日
）
か
ら
三
年
を
経
過
し
て
い
る

者
ロ

港
湾
運
送
事
業
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
第
四
条
（
許
可
）
の
許
可
（
同
法
第
三
条
第
一
号
（

事
業
の
種
類
）
に
掲
げ
る
一
般
港
湾
運
送
事
業
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
許
可

の
日
（
二
以
上
の
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
最
初
に
受
け
た
許
可
の
日
）
か
ら
三
年

を
経
過
し
て
い
る
者

ハ

航
空
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
三
十
一
号
）
第
百
条
第
一
項
（
許
可
）
又
は
第
百
二
十
九
条
第
一
項
（
外

国
人
国
際
航
空
運
送
事
業
）
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
許
可
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
て
い
る
者



ニ

貨
物
利
用
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第
三
条
第
一
項
（
登
録
）
若
し
く
は
第
三
十
五
条
第
一

項
（
登
録
）
の
登
録
又
は
同
法
第
二
十
条
（
許
可
）
若
し
く
は
第
四
十
五
条
第
一
項
（
許
可
）
の
許
可
を
受
け
て
い

る
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
登
録
又
は
許
可
の
日
か
ら
三
年
を
経
過
し
て
い
る
者

ホ

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
（
平
成
元
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
三
条
（
一
般
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
の
許
可
）
又

は
第
三
十
五
条
第
一
項
（
特
定
貨
物
自
動
車
運
送
事
業
）
の
許
可
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
つ
て
、
そ
の
許
可
の
日
か

ら
三
年
を
経
過
し
て
い
る
者

（
保
税
運
送
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
区
間
）

第
五
十
五
条
の
三

法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
（
保
税
運
送
の
特
例
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
区
間
は
、
外
国
貨
物

の
管
理
が
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
電
子
情
報
処
理
組
織
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
税
関
手
続
の
特
例
等

に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
つ
て
行
わ
れ

て
い
る
保
税
地
域
相
互
間
と
す
る
。

（
運
送
目
録
の
記
載
事
項
等
）

第
五
十
五
条
の
四

法
第
六
十
三
条
の
二
第
二
項
（
保
税
運
送
の
特
例
）
に
規
定
す
る
運
送
目
録
に
は
、
運
送
に
使
用
し
よ



う
と
す
る
船
舶
、
航
空
機
又
は
車
両
の
名
称
、
登
録
記
号
又
は
種
類
並
び
に
運
送
し
よ
う
と
す
る
貨
物
の
運
送
先
、
記
号

、
番
号
、
品
名
、
数
量
及
び
価
格
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
運
送
す
る
距
離
が
短
い
こ
と

そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
税
関
長
が
そ
の
記
載
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
事
項
の
記

載
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

法
第
六
十
三
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
運
送
目
録
の
提
出
は
、
同
条
第
三
項
の
確
認
を
受
け
た
日
か
ら
一
月
以
内

に
す
る
も
の
と
し
、
特
定
保
税
運
送
（
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
保
税
運
送
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
提
出
を
要
し
な
い
も
の
と
す
る
。

一

法
第
六
十
三
条
の
二
第
二
項
及
び
第
三
項
の
確
認
を
行
う
税
関
官
署
の
長
が
同
一
で
あ
る
特
定
保
税
運
送

二

相
互
に
多
数
の
特
定
保
税
運
送
が
行
わ
れ
る
場
所
（
同
一
の
税
関
の
管
轄
区
域
内
の
場
所
に
限
る
。
）
と
し
て
税
関

長
が
指
定
し
た
特
定
の
場
所
相
互
間
に
お
い
て
行
わ
れ
る
特
定
保
税
運
送

三

輸
出
の
許
可
を
受
け
た
貨
物
に
係
る
特
定
保
税
運
送

３

法
第
六
十
三
条
の
二
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
運
送
目
録
の
提
示
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
運

送
目
録
の
提
出
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



（
特
定
保
税
運
送
者
の
承
認
の
申
請
の
手
続
等
）

第
五
十
五
条
の
五

法
第
六
十
三
条
の
三
第
一
項
（
承
認
の
手
続
等
）
に
規
定
す
る
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
（
保
税
運
送
の
特
例
）
の
承
認
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
申

請
者
」
と
い
う
。
）
の
住
所
又
は
居
所
及
び
氏
名
又
は
名
称

二

申
請
者
が
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
国
際
運
送
貨
物
取
扱
業
者
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
第
五
十

五
条
の
二
各
号
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
の
別

三

そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
法
第
六
十
三
条
の
四
第
三
号
（
承
認
の
要
件
）
の
規
則
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
当
該
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
法
第
五
十
条
第
一
項
（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
の
特
例
）
若
し
く
は
第
六
十
一
条
の
五
第
一
項

（
保
税
工
場
の
許
可
の
特
例
）
の
承
認
又
は
法
第
七
十
九
条
第
一
項
（
通
関
業
者
の
認
定
）
の
認
定
を
受
け
て
い
る
者
で

あ
る
こ
と
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
税
関
長
が
そ
の
添
付
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。



４

申
請
者
が
第
五
十
五
条
の
二
第
三
号
又
は
第
四
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に

は
、
当
該
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

税
関
長
は
、
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
に
つ
き
承
認
を
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を

、
承
認
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
者
（
以
下
「
特
定
保
税
運
送
者
」
と
い
う
。
）
は
、
そ
の
承
認
に
係
る

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
承
認
を
し
た
税
関
長
に
届
け
出

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
国
際
運
送
貨
物
取
扱
業
者
の
承
認
の
要
件
に
係
る
法
律
の
指
定
）

第
五
十
五
条
の
六

法
第
六
十
三
条
の
四
第
一
号
ロ
（
承
認
の
要
件
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
国
際
運
送
貨
物
取
扱
業

者
の
区
分
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
区
分
と
し
、
同
条
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
法
律
は
、
当
該
区
分
に
応

じ
当
該
各
号
に
定
め
る
法
律
と
す
る
。

一

第
五
十
五
条
の
二
第
四
号
イ
に
該
当
す
る
者

海
上
運
送
法

二

第
五
十
五
条
の
二
第
四
号
ロ
に
該
当
す
る
者

港
湾
運
送
事
業
法



三

第
五
十
五
条
の
二
第
四
号
ハ
に
該
当
す
る
者

航
空
法

四

第
五
十
五
条
の
二
第
四
号
ニ
に
該
当
す
る
者

貨
物
利
用
運
送
事
業
法

五

第
五
十
五
条
の
二
第
四
号
ホ
に
該
当
す
る
者

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法

（
保
税
運
送
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
旨
の
届
出
の
手
続
）

第
五
十
五
条
の
七

法
第
六
十
三
条
の
六
（
保
税
運
送
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
旨
の
届
出
）
の
規
定

に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
税
関
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

一

届
出
を
す
る
特
定
保
税
運
送
者
の
住
所
又
は
居
所
及
び
氏
名
又
は
名
称

二

法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
（
保
税
運
送
の
特
例
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
旨

三

法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
の
承
認
を
受
け
た
年
月
日

四

そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

（
承
認
の
取
消
し
の
手
続
）

第
五
十
五
条
の
八

税
関
長
は
、
法
第
六
十
三
条
の
八
第
一
項
（
承
認
の
取
消
し
）
の
規
定
に
よ
り
法
第
六
十
三
条
の
二
第

一
項
（
保
税
運
送
の
特
例
）
の
承
認
を
取
り
消
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
そ
の



承
認
を
受
け
て
い
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
六
条
中
「
徴
収
）
」
の
下
に
「
（
同
条
第
二
項
後
段
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
「
第
六

十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
五
条
第
四
項
」
に
、
「
番
号
、
」
を
「
番
号
（
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
（
保
税
運
送
の

特
例
）
に
規
定
す
る
特
定
保
税
運
送
に
係
る
外
国
貨
物
を
滅
却
し
よ
う
と
す
る
場
合
を
除
く
。
）
、
」
に
、
「
番
号
」
」
を

「
番
号
（
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
（
保
税
運
送
の
特
例
）
に
規
定
す
る
特
定
保
税
運
送
に
係
る
外
国
貨
物
が
亡
失
し
た

場
合
を
除
く
。
）
」
」
に
改
め
る
。

第
五
十
八
条
た
だ
し
書
中
「
携
帯
品
」
の
下
に
「
（
外
国
為
替
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
号
）
第
八
条
の
二

第
一
項
第
一
号
（
支
払
手
段
等
の
輸
出
入
の
届
出
）
に
掲
げ
る
支
払
手
段
又
は
証
券
に
該
当
す
る
も
の
及
び
同
項
第
二
号
に

掲
げ
る
貴
金
属
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
九
条
第
一
項
第
一
号
中
「
価
格
」
の
下
に
「
（
特
例
輸
入
者
の
特
例
申
告
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
貨
物
の
品
名
、
数

量
及
び
価
格
）
」
を
加
え
る
。

第
五
十
九
条
の
六
を
削
り
、
第
五
十
九
条
の
五
を
第
五
十
九
条
の
六
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
四
の
見
出
し
を
「
（
特
定
輸
出
申
告
及
び
特
定
委
託
輸
出
申
告
の
申
告
事
項
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「



に
よ
る
輸
出
申
告
」
の
下
に
「
（
同
項
に
規
定
す
る
特
定
輸
出
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
、
「
携
帯
品
」
の
下
に
「

（
外
国
為
替
令
（
昭
和
五
十
五
年
政
令
第
二
百
六
十
号
）
第
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
（
支
払
手
段
等
の
輸
出
入
の
届
出
）

に
掲
げ
る
支
払
手
段
又
は
証
券
に
該
当
す
る
も
の
及
び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
貴
金
属
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を

加
え
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
法
第
六
十
七
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
法
第
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
輸
出
申
告
（

同
項
に
規
定
す
る
特
定
委
託
輸
出
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
係
る
第
五
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
及
び
次
の
各
号
」
と
あ
る
の
は
、
「
、
当
該
貨
物
が
置
か
れ
て
い
る
場
所
か
ら
当
該

貨
物
を
外
国
貿
易
船
等
に
積
み
込
も
う
と
す
る
開
港
、
税
関
空
港
又
は
不
開
港
ま
で
の
運
送
を
行
う
特
定
保
税
運
送
者
及

び
次
の
各
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

３

前
項
の
輸
出
申
告
は
、
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
十
九
条
の
四
を
第
五
十
九
条
の
五
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
三
第
一
項
第
三
号
中
「
（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
税
関
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一

号
（
定
義
）
に
規
定
す
る
電
子
情
報
処
理
組
織
を
い
う
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
第
五
章
第
一
節
中
同
条



を
第
五
十
九
条
の
四
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
輸
入
に
際
し
課
税
標
準
の
申
告
が
必
要
と
な
る
特
例
申
告
貨
物
等
に
係
る
規
定
）

第
五
十
九
条
の
三

法
第
六
十
七
条
（
輸
出
又
は
輸
入
の
許
可
）
及
び
第
六
十
七
条
の
二
第
一
項
第
二
号
（
輸
出
申
告
又
は

輸
入
申
告
の
時
期
）
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
規
定
は
、
経
済
上
の
連
携
の
強
化
に
関
す
る
日
本
国
と
メ
キ
シ
コ
合
衆

国
と
の
間
の
協
定
（
以
下
こ
の
条
並
び
に
第
六
十
一
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
項
に
お
い
て
「
メ
キ
シ
コ
協
定
」
と
い

う
。
）
第
五
条
１
（
メ
キ
シ
コ
協
定
附
属
書
一
の
日
本
国
の
表
に
お
い
て
関
税
の
譲
許
が
一
定
の
額
を
限
度
の
基
準
と
し

て
定
め
ら
れ
て
い
る
物
品
で
そ
の
譲
許
の
便
益
の
適
用
を
受
け
る
も
の
に
係
る
場
合
に
限
る
。
）
と
す
る
。

第
五
十
九
条
の
七
第
一
項
中
「
第
六
十
七
条
の
三
第
五
項
」
を
「
第
六
十
七
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
六
十
二
条
の
三
十
四
第
二
号
中
「
に
よ
る
担
保
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
場
合
」
を
「
に
よ
り
担
保
の
提
供
を
命
ぜ
ら
れ

た
場
合
に
お
い
て
当
該
担
保
が
提
供
さ
れ
て
い
な
い
と
き
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
（
保
税
蔵
置
場
、
保
税
工
場
及
び

保
税
展
示
場
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）
」
を
削
る
。

第
七
十
条
の
二
第
一
項
中
「
第
七
十
九
条
第
三
項
（
収
容
の
公
告
等
）
」
を
「
第
八
十
条
第
三
項
（
貨
物
の
収
容
）
」
に



改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
八
十
条
第
三
項
本
文
（
収
容
貨
物
の
保
管
方
法
）
」
を
「
第
八
十
条
の
二
第
三
項
本
文
（
収
容

の
方
法
）
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
十
条
の
三
と
す
る
。

第
七
十
条
を
第
七
十
条
の
二
と
す
る
。

第
六
十
九
条
第
一
項
中
「
第
七
十
九
条
第
三
項
（
収
容
の
公
告
）
」
を
「
第
八
十
条
第
三
項
（
貨
物
の
収
容
）
」
に
改
め

、
同
条
を
第
七
十
条
と
す
る
。

第
五
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
五
章
の
二

認
定
通
関
業
者

（
認
定
通
関
業
者
の
認
定
の
申
請
の
手
続
等
）

第
六
十
九
条

法
第
七
十
九
条
第
一
項
（
通
関
業
者
の
認
定
）
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「

申
請
者
」
と
い
う
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
通
関
業
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
百
二
十
二
号

）
第
三
条
第
一
項
（
通
関
業
の
許
可
）
の
許
可
を
し
た
税
関
長
（
二
以
上
の
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
こ

れ
ら
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
許
可
を
し
た
税
関
長
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

申
請
者
の
住
所
又
は
居
所
及
び
氏
名
又
は
名
称



二

通
関
業
法
第
三
条
第
一
項
の
許
可
を
し
た
税
関
長
（
二
以
上
の
許
可
を
受
け
て
い
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
す
べ

て
の
税
関
長
）

三

そ
の
他
財
務
省
令
で
定
め
る
事
項

２

前
項
の
申
請
書
に
は
、
法
第
七
十
九
条
第
三
項
第
三
号
の
規
則
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

申
請
者
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
当
該
法
人
の
登
記
事
項
証
明
書
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
申
請
者
が
法
第
五
十
条
第
一
項
（
保
税
蔵
置
場
の
許
可
の
特
例
）
、
第
六
十
一
条
の
五
第
一
項
（
保
税

工
場
の
許
可
の
特
例
）
又
は
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
（
保
税
運
送
の
特
例
）
の
承
認
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
る
こ
と
そ

の
他
の
事
由
に
よ
り
税
関
長
が
そ
の
添
付
の
必
要
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

税
関
長
は
、
第
一
項
の
申
請
書
の
提
出
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
申
請
に
つ
き
認
定
を
し
た
と
き
は
そ
の
旨
を

、
認
定
を
し
な
い
こ
と
と
し
た
と
き
は
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
書
面
に
よ
り
申
請
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

法
第
七
十
九
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
は
、
そ
の
認
定
に
係
る
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
あ
つ
た

と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
当
該
認
定
を
し
た
税
関
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
認
定
の
取
消
し
の
手
続
）



第
六
十
九
条
の
二

税
関
長
は
、
法
第
七
十
九
条
の
四
第
一
項
（
認
定
の
取
消
し
）
の
規
定
に
よ
り
法
第
七
十
九
条
第
一
項

（
通
関
業
者
の
認
定
）
の
認
定
を
取
り
消
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
旨
及
び
そ
の
理
由
を
記
載
し
た
書
面
に
よ
り
そ
の
認
定

を
受
け
て
い
た
者
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
一
条
中
「
第
六
十
九
条
第
二
項
」
を
「
第
七
十
条
第
二
項
」
に
、
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
適
用
さ
れ
る
貨
物
（
」
の
下
に
「
特
例
輸
入
者
の
」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
六
十
一
条

第
一
項
の
規
定
は
、
」
を
「
第
四
条
の
十
二
第
二
項
の
規
定
は
特
例
委
託
輸
入
者
（
法
第
七
条
の
二
第
一
項
（
申
告
の
特
例

）
に
規
定
す
る
特
例
委
託
輸
入
者
を
い
う
。
）
の
許
可
済
特
例
申
告
貨
物
に
係
る
法
第
九
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令

で
定
め
る
書
類
に
つ
い
て
、
第
六
十
一
条
第
一
項
の
規
定
は
許
可
済
特
例
申
告
貨
物
以
外
の
輸
入
許
可
貨
物
に
係
る
」
に
、

「
に
つ
い
て
」
を
「
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
」
に
改
め
る
。

第
八
十
七
条
の
見
出
し
を
「
（
届
出
を
必
要
と
す
る
開
庁
時
間
外
の
事
務
等
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
（
臨
時
開

庁
）
」
を
「
（
開
庁
時
間
外
の
事
務
の
執
行
の
求
め
）
」
に
、
「
政
令
で
定
め
る
臨
時
の
執
務
」
を
「
税
関
の
事
務
の
う
ち

政
令
で
定
め
る
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
執
行
を
求
め
よ
う
と
す
る
事
務
の
種
類
、
時
間
及
び
事
由
を
記
載
し



た
書
面
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
八
十
七
条
の
二
を
削
る
。

第
九
十
二
条
第
一
項
第
一
号
イ
中
「
第
七
条
の
十
二
（
承
認
の
取
消
し
）
の
規
定
」
の
下
に
「
、
法
第
十
九
条
（
開
庁
時

間
外
の
貨
物
の
積
卸
し
）
（
税
関
官
署
に
お
い
て
事
務
を
取
り
扱
う
時
間
を
定
め
て
公
示
す
る
部
分
に
限
る
。
）
の
規
定
」

を
、
「
（
許
可
の
取
消
し
等
）
の
規
定
」
の
下
に
「
、
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
（
保
税
運
送
の
特
例
）
、
第
六
十
三
条

の
三
第
二
項
（
承
認
の
手
続
等
）
、
第
六
十
三
条
の
六
（
保
税
運
送
の
特
例
の
適
用
を
受
け
る
必
要
が
な
く
な
つ
た
旨
の
届

出
）
、
第
六
十
三
条
の
七
第
二
項
（
承
認
の
失
効
）
及
び
第
六
十
三
条
の
八
第
一
項
（
承
認
の
取
消
し
）
の
規
定
」
を
加
え

、
「
第
百
一
条
第
五
項
（
手
数
料
の
軽
減
又
は
免
除
）
」
を
「
第
七
十
九
条
第
一
項
及
び
第
四
項
（
通
関
業
者
の
認
定
）
、

第
七
十
九
条
の
三
第
二
項
（
認
定
の
失
効
）
並
び
に
第
七
十
九
条
の
四
第
一
項
（
認
定
の
取
消
し
）
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
イ
中
「
（
運
送
）
」
の
下
に
「
（
法
第
六
十
三
条
の
二
第
一
項
、
第
六
十
三
条
の
三
第
二
項
、
第
六
十
三
条
の
六
、
第
六

十
三
条
の
七
第
二
項
及
び
第
六
十
三
条
の
八
第
一
項
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ロ
中
「
（
臨
時
開
庁
）
」
を
「
（
開
庁

時
間
外
の
事
務
の
執
行
の
求
め
）
」
に
改
め
る
。

（
関
税
定
率
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）



第
二
条

関
税
定
率
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
戻
し
税
（
第
五
十
四
条
の
十
三
―
第
五
十
四
条
の
十
七
」
を
「
戻
し
税
等
（
第
五
十
四
条
の
十
三
―
第
五
十
四

条
の
十
八
」
に
改
め
る
。

第
一
条
の
二
第
二
号
た
だ
し
書
中
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
五
条
の
二
第
一
項
第
二
号
」
に
、
「
第
五
十
七
条
」
を
「
第

五
十
七
条
第
十
号
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
一
項
中
「
（
次
項
」
を
「
（
第
三
項
」
に
改
め
、
「
。
次
項
」
の
下
に
「
及
び
第
三
項
」
を
、
「
輸
入
申
告
書

」
の
下
に
「
（
特
例
申
告
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
特
例
申
告
書
（
関
税
法
第
七
条
の
二
第
一
項
（
申
告
の
特
例
）
に
規
定
す
る

特
例
申
告
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
）
」
を
加
え
、
同
条
中
第
三
項
を
第
四
項
と
し
、
第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

輸
入
申
告
等
の
時
ま
で
に
変
質
し
、
又
は
損
傷
し
た
特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
関
税

の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
例
申
告
貨
物
の
輸
入
申
告
書
に
、
当
該
特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
同
項
の
規

定
に
よ
り
関
税
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
条
の
四
中
「
（
関
税
法
第
七
条
の
二
第
一
項
（
申
告
の
特
例
）
に
規
定
す
る
特
例
申
告
書



を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
」
を
削
る
。

第
五
条
の
二
中
「
の
輸
入
の
際
」
の
下
に
「
（
特
例
申
告
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
特
例
申
告
の
際
）
」
を
、
「
輸
入
申
告
書

」
の
下
に
「
（
特
例
申
告
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
特
例
申
告
書
）
」
を
加
え
、
「
添
附
し
て
」
を
「
添
付
し
て
」
に
改
め
、
同

条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
関
税
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
例
申
告
貨
物

の
輸
入
申
告
書
に
、
当
該
特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
関
税
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
を
付
記
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
一
条
の
二
第
四
号
中
「
製
造
工
場
の
名
称
及
び
所
在
地
」
を
「
場
所
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
六
を
第
十
三
条
の
七
と
し
、
第
十
三
条
の
五
を
第
十
三
条
の
六
と
し
、
第
十
三
条
の
四
を
第
十
三
条
の
五
と

し
、
第
十
三
条
の
三
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
注
文
の
取
集
め
の
た
め
の
見
本
の
輸
入
に
係
る
免
税
の
手
続
）

第
十
三
条
の
四

特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
六
号
（
無
条
件
免
税
）
の
規
定
に
よ
り
関
税
の
免
除
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
例
申
告
貨
物
の
輸
入
申
告
書
に
、
当
該
特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
同
号
の
規
定
に
よ
り
関
税
の



免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
書
類
の
ほ
か
」

を
削
り
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
第
十
号
、
第
十
一
号
（
貨
物
の
運
送
の
た
め
に
反
復
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
に

係
る
場
合
を
除
く
。
）
又
は
第
十
四
号
の
規
定
に
よ
り
関
税
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
例
申
告
貨
物
の

輸
入
申
告
書
に
、
当
該
特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
関
税
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
を
付
記
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
の
五
中
「
輸
入
申
告
書
」
の
下
に
「
（
特
例
申
告
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
特
例
申
告
書
）
」
を
加
え
、
「
積
み
も

ど
し
」
を
「
積
戻
し
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
法
第
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
関
税
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
例
申
告

貨
物
の
輸
入
申
告
書
に
、
当
該
特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
関
税
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
を
付

記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
四
条
中
「
輸
入
申
告
」
の
下
に
「
（
特
例
申
告
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
特
例
申
告
）
」
を
加
え
、
同
条
に
次
の
一
項



を
加
え
る
。

２

特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
関
税
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
特
例
申

告
貨
物
の
輸
入
申
告
書
に
、
当
該
特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
同
項
の
規
定
に
よ
り
関
税
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
を

付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
五
条
中
「
前
条
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
六
条
中
「
輸
入
申
告
書
」
の
下
に
「
（
特
例
申
告
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
特
例
申
告
書
）
」
を
加
え
、
「
附
記
し
な

け
れ
ば
」
を
「
付
記
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
第
一
項
中
「
番
号
」
の
下
に
「
（
特
例
申
告
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
特
例
申
告
書
の
提
出
の
年
月
日
及
び
特
例

申
告
書
の
番
号
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。

「
第
十
章
の
二

輸
入
時
と
同
一
状
態
で
再
輸
出
さ
れ
る
場
合
の
戻
し
税
」
を
「
第
十
章
の
二

輸
入
時
と
同
一
状
態
で

再
輸
出
さ
れ
る
場
合
の
戻
し
税
等
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
の
十
三
の
見
出
し
を
「
（
輸
入
時
と
同
一
状
態
で
再
輸
出
さ
れ
る
貨
物
の
輸
入
時
の
届
出
等
）
」
に
改
め
、

同
条
第
一
項
中
「
戻
し
税
）
」
を
「
戻
し
税
等
）
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
同
項
」
に
改
め
、
「
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者



は
、
当
該
貨
物
」
を
削
り
、
「
際
に
」
の
下
に
「
、
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
」
を
加
え
、
「
提
出
し
て

、
そ
の
確
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「

と
き
は
」
の
下
に
「
、
同
項
の
貨
物
の
性
質
及
び
形
状
を
確
認
し
」
を
加
え
る
。

第
五
十
四
条
の
十
四
及
び
第
五
十
四
条
の
十
五
中
「
戻
し
税
」
を
「
戻
し
税
等
」
に
改
め
る
。

第
五
十
四
条
の
十
六
中
「
戻
し
税
」
を
「
戻
し
税
等
」
に
改
め
、
「
証
明
書
」
の
下
に
「
（
特
例
申
告
貨
物
に
あ
つ
て
は

、
特
例
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
又
は
決
定
通
知
書
若
し
く
は
こ
れ
に
代
わ
る
税
関
の
証
明
書
）
」
を

加
え
る
。

第
五
十
四
条
の
十
七
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
輸
入
時
と
同
一
状
態
で
再
輸
出
さ
れ
る
場
合

の
払
戻
し
の
手
続
等
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）
」
を
付
し
、
同
条
中
「
戻
し
税
」
を
「
戻
し
税
等
」
に
改
め
、
第
十
章
の

二
中
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
五
十
四
条
の
十
八

第
五
十
四
条
の
十
三
、
第
五
十
四
条
の
十
五
及
び
第
五
十
四
条
の
十
六
の
規
定
は
、
法
第
十
九
条
の

三
第
三
項
（
輸
入
時
と
同
一
状
態
で
再
輸
出
さ
れ
る
場
合
の
戻
し
税
等
）
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る

。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
四
条
の
十
五
中
「
同
項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
十
九
条
の
三
第
三
項
」
と
、
「
納
付
し



た
関
税
の
全
額
（
延
滞
税
、
過
少
申
告
加
算
税
及
び
重
加
算
税
（
関
税
法
第
十
二
条
の
四
第
一
項
（
重
加
算
税
）
の
規
定

に
よ
り
課
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
課
さ
れ
る
べ
き
関
税
の
全
額
」
と
、
第
五
十
四

条
の
十
六
中
「
第
五
十
四
条
の
十
三
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
十
八
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
四
条
の

十
三
第
三
項
」
と
、
「
証
明
書
（
特
例
申
告
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
特
例
申
告
書
の
提
出
が
あ
つ
た
こ
と
を
証
す
る
書
類
又

は
決
定
通
知
書
若
し
く
は
こ
れ
に
代
わ
る
税
関
の
証
明
書
）
」
と
あ
る
の
は
「
証
明
書
」
と
、
「
税
関
長
に
」
と
あ
る
の

は
「
税
関
長
に
（
当
該
輸
出
申
告
を
し
た
税
関
の
税
関
長
と
当
該
貨
物
の
輸
入
地
を
所
轄
す
る
税
関
長
と
が
異
な
る
と
き

は
、
当
該
輸
出
申
告
を
し
た
税
関
の
税
関
長
を
経
由
し
て
当
該
輸
入
地
を
所
轄
す
る
税
関
長
に
）
」
と
読
み
替
え
る
も
の

と
す
る
。

（
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第
六
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
六
条
」
を
「
第
六
条
の
二
」
に
改
め
る
。

第
一
章
中
第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
無
税
を
適
用
す
る
エ
チ
ル
―
タ
ー
シ
ャ
リ
―
ブ
チ
ル
エ
ー
テ
ル
の
証
明
方
法
）



第
六
条
の
二

法
の
別
表
第
一
第
二
九
○
九
・
一
九
号
の
証
明
は
、
当
該
証
明
に
係
る
貨
物
の
輸
入
申
告
（
特
例
申
告
（
関

税
法
第
七
条
の
二
第
二
項
（
申
告
の
特
例
）
に
規
定
す
る
特
例
申
告
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
貨
物
（
以
下
「
特

例
申
告
貨
物
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
、
特
例
申
告
）
に
際
し
、
経
済
産
業
大
臣
が
発
給
す
る
証
明
書
を
税
関
長
に
提

出
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
証
明
書
の
交
付
の
申
請
手
続
そ
の
他
そ
の
発
給
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
特
例
申
告
（
関
税
法
第
七
条
の
二
第
二
項
（
申
告
の
特
例
）
に
規
定
す
る
特
例
申
告
を
い
う
。
以
下

同
じ
。
）
に
係
る
貨
物
（
以
下
「
特
例
申
告
貨
物
」
と
い
う
。
）
」
を
「
特
例
申
告
貨
物
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
中
「
第
三
号
の
二
」
を
「
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
中
「
第
七
条
の
三
第
二
項
第
三
号
の
二
」
を
「
第
七
条
の
三
第
二
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
平
成
十
九
年
度
」
を
「
平
成
二
十
年
度
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
関
税
率
表
第
四
一
・
〇
四
項
か
ら
第
四
一
・
〇
七
項
ま
で
又
は
第
四
一
・
一
二
項
か
ら
第
四
一
・

一
四
項
ま
で
に
掲
げ
る
物
品
」
を
「
次
に
掲
げ
る
物
品
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。

一

関
税
率
表
第
三
九
二
六
・
二
〇
号
又
は
第
三
九
二
六
・
九
〇
号
に
掲
げ
る
物
品



二

関
税
率
表
第
四
〇
・
一
五
項
に
掲
げ
る
物
品

三

関
税
率
表
第
四
一
・
〇
四
項
か
ら
第
四
一
・
〇
七
項
ま
で
又
は
第
四
一
・
一
二
項
か
ら
第
四
一
・
一
四
項
ま
で
に
掲

げ
る
物
品

四

関
税
率
表
第
四
二
・
〇
三
項
に
掲
げ
る
物
品

五

関
税
率
表
第
四
二
〇
五
・
〇
〇
号
の
二
に
掲
げ
る
物
品

六

関
税
率
表
第
四
三
・
〇
四
項
に
掲
げ
る
物
品

七

関
税
率
表
第
四
九
〇
八
・
九
〇
号
に
掲
げ
る
物
品

八

関
税
率
表
第
五
〇
・
〇
四
項
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
縫
糸

九

関
税
率
表
第
五
〇
・
〇
七
項
に
掲
げ
る
物
品

十

関
税
率
表
第
五
一
・
一
一
項
か
ら
第
五
一
・
一
三
項
ま
で
に
掲
げ
る
物
品

十
一

関
税
率
表
第
五
二
・
〇
四
項
又
は
第
五
二
・
〇
八
項
か
ら
第
五
二
・
一
二
項
ま
で
に
掲
げ
る
物
品

十
二

関
税
率
表
第
五
三
・
〇
九
項
か
ら
第
五
三
・
一
一
項
ま
で
に
掲
げ
る
物
品

十
三

関
税
率
表
第
五
四
・
〇
一
項
、
第
五
四
・
〇
七
項
又
は
第
五
四
・
〇
八
項
に
掲
げ
る
物
品



十
四

関
税
率
表
第
五
五
・
〇
八
項
又
は
第
五
五
・
一
二
項
か
ら
第
五
五
・
一
六
項
ま
で
に
掲
げ
る
物
品

十
五

関
税
率
表
第
五
六
類
に
掲
げ
る
物
品

十
六

関
税
率
表
第
五
八
類
に
掲
げ
る
物
品

十
七

関
税
率
表
第
五
九
類
に
掲
げ
る
物
品

十
八

関
税
率
表
第
六
〇
類
に
掲
げ
る
物
品

十
九

関
税
率
表
第
六
一
類
に
掲
げ
る
物
品

二
十

関
税
率
表
第
六
二
類
に
掲
げ
る
物
品

二
十
一

関
税
率
表
第
七
三
一
九
・
二
〇
号
又
は
第
七
三
二
六
・
二
〇
号
に
掲
げ
る
物
品

二
十
二

関
税
率
表
第
七
四
一
九
・
九
九
号
に
掲
げ
る
物
品
（
ワ
イ
ヤ
ク
ロ
ス
（
ワ
イ
ヤ
エ
ン
ド
レ
ス
バ
ン
ド
を
含
む
。

）
、
ワ
イ
ヤ
グ
リ
ル
及
び
網
（
銅
の
線
か
ら
製
造
し
た
も
の
に
限
る
。
）
、
銅
製
の
エ
キ
ス
パ
ン
デ
ッ
ド
メ
タ
ル
並
び

に
銅
製
の
ば
ね
を
除
く
。
）

二
十
三

関
税
率
表
第
八
三
・
〇
八
項
に
掲
げ
る
物
品

二
十
四

関
税
率
表
第
九
六
・
〇
六
項
又
は
第
九
六
・
〇
七
項
に
掲
げ
る
物
品



二
十
五

関
税
率
表
第
三
九
二
三
・
二
一
号
、
第
三
九
二
三
・
二
九
号
、
第
四
八
一
九
・
四
〇
号
、
第
四
八
二
一
・
一
〇

号
又
は
第
四
八
二
三
・
九
〇
号
に
掲
げ
る
物
品
で
あ
つ
て
包
装
に
使
用
す
る
も
の

第
二
十
条
第
三
項
中
「
掲
げ
る
も
の
」
を
「
掲
げ
る
物
品
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
中
「
（
特
例
申
告
貨
物
に
つ
い
て
関
税
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「

輸
入
の
際
」
の
下
に
「
（
特
例
申
告
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
特
例
申
告
の
際
）
」
を
、
「
輸
入
申
告
書
」
の
下
に
「
（
特
例
申

告
貨
物
に
あ
つ
て
は
、
特
例
申
告
書
）
」
を
加
え
、
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
第
七
八
号
に
掲
げ
る
国
を
原
産
地
と
す
る
関
税
率
表
第
一
六
○

四
・
一
四
号
に
掲
げ
る
物
品
（
気
密
容
器
入
り
の
か
つ
お
の
も
の
及
び
か
つ
お
節
以
外
の
も
の
に
限
る
。
）
」
を
「
第
五
二

号
に
掲
げ
る
国
を
原
産
地
と
す
る
関
税
率
表
第
二
九
○
五
・
三
一
号
に
掲
げ
る
物
品
」
に
改
め
、
「
、
第
二
八
二
四
・
一
○

号
に
掲
げ
る
物
品
」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

別
表
第
一
の
第
八
三
号
に
掲
げ
る
国
を
原
産
地
と
す
る
関
税
率
表
第
二
八
三
六
・
二
○
号
の
一
、
第
八
二
一
三
・
○

○
号
及
び
第
八
二
一
五
・
九
九
号
に
掲
げ
る
物
品
で
あ
つ
て
、
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
輸
入
さ
れ
る
も

の



第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
、
第
二
七
号
」
を
削
る
。

（
税
関
関
係
手
数
料
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

税
関
関
係
手
数
料
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
（
外
国
貨
物
の
積
戻
し
）
」
を
削
り
、
「
（
外
国
貨
物
で
あ
る
船
用
品
又
は
機
用
品
の
積
込
み
）
」

を
「
（
船
用
品
又
は
機
用
品
の
積
込
み
等
）
」
に
改
め
、
「
の
事
務
」
の
下
に
「
（
第
四
項
第
一
号
及
び
次
条
第
三
項
第
一

号
に
お
い
て
「
特
定
税
関
事
務
」
と
い
う
。
）
」
を
、
「
第
二
十
九
条
の
三
」
の
下
に
「
（
税
関
職
員
の
派
出
の
申
請
）
」

を
、
「
得
た
額
」
の
下
に
「
（
第
四
項
第
一
号
、
次
条
第
三
項
第
一
号
並
び
に
第
十
三
条
の
五
第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い

て
「
派
出
費
用
相
当
額
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
み
な
さ
れ
た
場
所
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
の
項
に
お

い
て
「
届
出
蔵
置
場
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、
「
当
該
場
所
」
を
「
当
該
届
出
蔵
置
場
」
に
改
め
、
「
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
軽
減
蔵
置
場
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
額
（
軽
減
蔵
置
場
と
な
る
日
の

属
す
る
月
及
び
軽
減
蔵
置
場
で
な
く
な
る
日
の
属
す
る
月
に
つ
い
て
は
、
日
割
に
よ
り
計
算
し
た
額
）
の
二
分
の
一
に
相
当

す
る
額
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
軽
減
し

、
又
は
免
除
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を
加
え
る
。



一

当
該
届
出
蔵
置
場
に
お
い
て
特
定
税
関
事
務
が
行
わ
れ
る
場
合

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
額
か
ら
派
出

費
用
相
当
額
を
控
除
し
た
額

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

当
該
手
数
料
の
全
額

第
二
条
第
五
項
を
削
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
み
な
さ
れ
た
場
所
」
の
下
に
「
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
届
出
工
場
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
、

「
当
該
場
所
」
を
「
当
該
届
出
工
場
」
に
改
め
、
「
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
軽
減
工
場
」
と
い
う
。
）
」
を
削
り
、
「

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
額
（
軽
減
工
場
と
な
る
日
の
属
す
る
月
及
び
軽
減
工
場
で
な
く
な
る
日
の
属
す
る
月
に

つ
い
て
は
、
日
割
に
よ
り
計
算
し
た
額
）
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
次
の
各
号
に
掲

げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
を
軽
減
し
、
又
は
免
除
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各

号
を
加
え
る
。

一

当
該
届
出
工
場
に
お
い
て
特
定
税
関
事
務
が
行
わ
れ
る
場
合

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
前
条
第
二
項
の
規
定
に

よ
り
計
算
さ
れ
る
額
か
ら
派
出
費
用
相
当
額
を
控
除
し
た
額

二

前
号
に
掲
げ
る
場
合
以
外
の
場
合

当
該
手
数
料
の
全
額



第
三
条
第
四
項
を
削
る
。

第
六
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
六
条

削
除

第
九
条
第
一
項
中
「
か
ら
第
七
条
ま
で
」
を
「
、
第
七
条
」
に
、
「
（
指
定
地
外
検
査
）
」
を
「
（
貨
物
の
検
査
場
所
）

」
に
改
め
、
「
、
法
第
九
十
八
条
第
一
項
（
臨
時
開
庁
）
に
規
定
す
る
承
認
」
を
削
り
、
「
（
証
明
書
類
又
は
磁
気
テ
ー
プ

等
の
交
付
）
」
を
「
（
証
明
書
類
の
交
付
及
び
統
計
の
閲
覧
等
）
」
に
改
め
、
「
（
輸
出
貨
物
の
製
造
用
原
料
品
の
減
税
又

は
免
税
）
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
二
十
五
日
」
を
「
末
日
」
に
改
め
、
「
及
び
当
該
許
可
又
は
承
認
が
月
の
二
十
六

日
以
後
に
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
そ
の
翌
月
分
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
月
の
二
十
六
日
以
後
」
を
「
当
該
変
更
の

日
の
属
す
る
月
の
翌
月
分
の
手
数
料
の
納
付
後
」
に
、
「
か
ら
十
日
以
内
」
を
「
の
属
す
る
月
の
末
日
と
当
該
変
更
の
日
か

ら
十
日
を
経
過
し
た
日
と
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
の
二
第
一
項
第
二
号
中
「
（
指
定
地
外
検
査
）
」
を
「
（
貨
物
の
検
査
場
所
）
」
に
改
め
、
「
（
外
国
貨
物
の

積
戻
し
）
」
及
び
「
又
は
法
第
九
十
八
条
第
一
項
（
臨
時
開
庁
）
の
承
認
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
（
災
害
に
よ
る
手

数
料
の
還
付
、
軽
減
又
は
免
除
）
」
、
「
（
外
国
貨
物
の
積
戻
し
の
手
続
）
」
及
び
「
又
は
第
八
十
七
条
第
三
項
（
臨
時
開



庁
の
承
認
の
申
請
）
」
を
削
る
。

第
十
三
条
の
五
第
二
項
中
「
の
二
分
の
一
」
を
「
（
同
条
第
二
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
規

定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
額
か
ら
派
出
費
用
相
当
額
を
控
除
し
た
額
）
の
二
分
の
一
」
に
改
め
、
「
（
同
条
第
四
項
の
規
定
に

よ
り
手
数
料
の
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す

る
額
）
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
の
二
分
の
一
」
を
「
（
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
二
条
第
二
項
の
規
定
が

適
用
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
さ
れ
る
額
か
ら
派
出
費
用
相
当
額
を
控
除
し
た
額
）
の
二
分
の

一
」
に
改
め
、
「
（
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
手
数
料
の
額
が
軽
減
さ
れ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
計
算
さ
れ
る
額
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
額
）
」
を
削
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
を
「
（
手
数
料
の
前
納
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
第
一
項
及
び
第
二
項
を
削
り
、
第
三
項
を
第
一
項

と
し
、
第
四
項
を
第
二
項
と
す
る
。

（
輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
五
条

輸
入
品
に
対
す
る
内
国
消
費
税
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。



第
十
三
条
第
一
項
中
「
第
五
十
九
条
」
を
「
第
五
十
九
条
第
一
項
」
に
改
め
、
「
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第

五
十
四
号
）
第
十
四
条
第
七
号
又
は
第
八
号
（
携
帯
品
及
び
引
越
荷
物
の
無
条
件
免
税
）
の
別
送
し
て
輸
入
す
る
課
税
物
品

に
あ
つ
て
は
関
税
定
率
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
第
十
四
条
第
一
項
（
別
送
す
る
携
帯
品
又
は
引

越
荷
物
の
免
税
の
手
続
）
に
規
定
す
る
申
告
書
と
し
、
」
を
削
り
、
「
（
特
例
申
告
）
」
を
「
（
申
告
の
特
例
）
」
に
、
「

特
例
申
告
に
」
を
「
特
例
申
告
（
以
下
「
特
例
申
告
」
と
い
う
。
）
に
」
に
改
め
、
「
と
す
る
。
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項

中
「
関
税
定
率
法
施
行
令
」
の
下
に
「
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
」
を
加
え
、
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三

十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
中
第
六
項
を
第
七
項
と
し
、
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
項

の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

特
例
申
告
に
係
る
課
税
物
品
に
つ
い
て
法
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
（
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四

号
）
第
十
四
条
第
六
号
、
第
十
号
、
第
十
一
号
（
貨
物
の
運
送
の
た
め
に
反
復
し
て
使
用
さ
れ
る
も
の
に
係
る
場
合
を
除

く
。
）
及
び
第
十
四
号
（
無
条
件
免
税
）
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
若
し
く
は
第
四
号
又
は
第
三
項
第
四
号
の
規
定
に
よ

り
内
国
消
費
税
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
課
税
物
品
の
輸
入
申
告
書
（
関
税
法
施
行
令
第
五
十
九
条
第
一

項
に
規
定
す
る
輸
入
申
告
書
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
、
当
該
課
税
物
品
に
つ
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ
り
内
国
消
費



税
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
七
条
第
一
項
中
「
次
項
」
を
「
第
三
項
」
に
、
「
消
費
税
法
等
の
規
定
に
よ
る
引
取
り
に
係
る
課
税
標
準
及
び
税
額

の
申
告
書
を
提
出
す
る
時
」
を
「
課
税
物
品
の
確
定
の
時
（
法
第
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
課
税
物
品
の
確
定

の
時
を
い
う
。
次
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
条
第
三
項
」
を
「
第
三
条
第
四

項
」
に
、
「
附
記
し
な
け
れ
ば
」
を
「
付
記
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
当
該

物
品
に
係
る
消
費
税
法
等
の
規
定
に
よ
る
引
取
り
に
係
る
課
税
標
準
及
び
税
額
の
申
告
書
を
提
出
し
た
」
を
「
課
税
物
品
の

確
定
の
時
の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

課
税
物
品
の
確
定
の
時
ま
で
に
変
質
し
、
又
は
損
傷
し
た
特
例
申
告
に
係
る
課
税
物
品
に
つ
い
て
法
第
十
五
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
内
国
消
費
税
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
物
品
の
輸
入
申
告
書
に
、
当
該
物
品
に
つ
い
て
同

項
の
規
定
に
よ
り
内
国
消
費
税
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
八
条
第
二
項
中
「
附
記
す
る
」
を
「
付
記
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
附
記
し
な
け
れ
ば
」
を
「
付
記
し
な

け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条
の
四
第
一
項
中
「
書
類
」
を
「
申
告
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
五
条
の
二
第
一



項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

特
例
申
告
に
係
る
課
税
物
品
に
つ
い
て
法
第
十
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
消
費
税
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

当
該
課
税
物
品
の
輸
入
申
告
書
に
、
当
該
課
税
物
品
に
つ
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
消
費
税
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る

旨
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
九
条
の
五
中
「
第
三
十
四
条
」
を
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

特
例
申
告
に
係
る
課
税
物
品
に
つ
い
て
法
第
十
五
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
消
費
税
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

当
該
課
税
物
品
の
輸
入
申
告
書
に
、
当
該
課
税
物
品
に
つ
い
て
同
条
の
規
定
に
よ
り
消
費
税
の
軽
減
を
受
け
よ
う
と
す
る

旨
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
六
条
の
四
の
見
出
し
を
「
（
輸
入
時
と
同
一
状
態
で
再
輸
出
さ
れ
る
課
税
物
品
の
輸
入
時
の
届
出
）
」
に
改
め
、

同
条
中
「
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
課
税
物
品
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
」
を
「
に
よ
る
届
出
」
に
、
「
手
続
」
を
「
届

出
等
」
に
、
「
当
該
課
税
物
品
に
」
を
「
法
第
十
六
条
の
三
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
旨
並
び
に
同
項
の

規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
課
税
物
品
に
」
に
、
「
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
付
記
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う

も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。



第
二
十
六
条
の
八
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
の
前
に
見
出
し
と
し
て
「
（
輸
入
時
と
同
一
状
態
で
再
輸
出
さ
れ
る
場
合
の

還
付
の
手
続
等
に
つ
い
て
の
規
定
の
準
用
）
」
を
付
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
六
条
の
九

第
二
十
六
条
の
四
、
第
二
十
六
条
の
六
及
び
第
二
十
六
条
の
七
の
規
定
は
、
法
第
十
六
条
の
三
第
三
項

の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
六
条
の
四
中
「
第
五
十
四
条
の
十
三
第

一
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
十
八
（
輸
入
時
と
同
一
状
態
で
再
輸
出
さ
れ
る
場
合
の
払
戻
し
の
手
続
等
に
つ
い

て
の
規
定
の
準
用
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
五
十
四
条
の
十
三
第
一
項
」
と
、
第
二
十
六
条
の
六
中
「
同
項
」
と
あ

る
の
は
「
法
第
十
六
条
の
三
第
三
項
」
と
、
「
納
付
さ
れ
た
、
又
は
納
付
さ
れ
る
べ
き
内
国
消
費
税
額
（
延
滞
税
、
過
少

申
告
加
算
税
及
び
重
加
算
税
（
国
税
通
則
法
第
六
十
八
条
第
一
項
（
重
加
算
税
）
の
規
定
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額

を
除
く
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
課
さ
れ
る
べ
き
内
国
消
費
税
額
」
と
、
第
二
十
六
条
の
七
第
一
項
中
「
第
五
十
四
条
の
十

六
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
四
条
の
十
八
（
輸
入
時
と
同
一
状
態
で
再
輸
出
さ
れ
る
場
合
の
払
戻
し
の
手
続
等
に
つ
い
て

の
規
定
の
準
用
）
に
お
い
て
準
用
す
る
同
令
第
五
十
四
条
の
十
六
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
七
条
第
三
項
中
「
あ
わ
せ
て
」
を
「
併
せ
て
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
附
記
し
な
け
れ
ば
」
を
「
付
記
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。



第
三
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
法
第
六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号
中
「
次
号
の
」
を
「
同
号
の

」
に
改
め
る
。

（
関
税
定
率
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
便
益
関
税
の
適
用
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

関
税
定
率
法
第
五
条
の
規
定
に
よ
る
便
益
関
税
の
適
用
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
二
百
三
十
七
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
大
洋
州
の
項
中
「
ト
ン
ガ
」
を
削
る
。

（
関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
七
条

関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
三
十
六
年
政
令
第
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
○
四
○
一
・
一
○
号
、
第
○
四
○
一
・
二
○
号
、
第
○
四
○
一
・
三
○
号
、
第
○
四
○
三
・
一
○
号
、
第
○
四
○

三
・
九
○
号
、
第
○
四
○
四
・
九
○
号
、
第
一
八
○
六
・
二
○
号
、
第
一
八
○
六
・
九
○
号
、
第
一
九
○
一
・
一
○
号
、
第

一
九
○
一
・
二
○
号
、
第
一
九
○
一
・
九
○
号
、
第
二
一
○
一
・
一
二
号
、
第
二
一
○
一
・
二
○
号
、
第
二
一
○
六
・
一
○

号
及
び
第
二
一
○
六
・
九
○
号
の
項
、
第
○
四
○
二
・
一
○
号
、
第
○
四
○
二
・
二
一
号
及
び
第
○
四
○
二
・
二
九
号
の
項

、
第
○
四
○
二
・
一
○
号
及
び
第
○
四
○
二
・
二
一
号
の
項
、
第
○
四
○
二
・
九
一
号
の
項
、
第
○
四
○
四
・
一
○
号
の
項



、
第
○
四
○
四
・
一
○
号
及
び
第
○
四
○
四
・
九
○
号
の
項
並
び
に
第
○
四
○
五
・
一
○
号
及
び
第
○
四
○
五
・
九
○
号
の

項
中
「
平
成
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
○
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
○
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
一
年
三
月

三
一
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

別
表
第
○
四
○
六
・
一
○
号
、
第
○
四
○
六
・
四
○
号
及
び
第
○
四
○
六
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
九
年
四
月
一
日
か

ら
平
成
二
○
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
○
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
六
二
、
八

○
○
ト
ン
」
を
「
六
六
、
七
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
○
七
一
三
・
一
○
号
、
第
○
七
一
三
・
三
二
号
、
第
○
七
一
三
・
三
三
号
、
第
○
七
一
三
・
三
九
号
、
第
○
七
一

三
・
五
○
号
及
び
第
○
七
一
三
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
九
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
二
○
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「

平
成
二
○
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
○
日
ま
で
」
に
、
「
七
六
、
○
○
○
ト
ン
」
を
「
三
八
、
九
○
○
ト
ン
」
に
改
め

る
。別

表
第
一
○
○
五
・
九
○
号
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一
○
○
五
・
九
○

と
う
も
ろ
こ
し
の
う
ち
コ
ー
ン
ス
タ
ー
チ
の
製
造
に
使

平
成
二
〇
年
四

二
、
○
八
七
、
一

用
す
る
も
の

月
一
日
か
ら
同

○
○
ト
ン



年
九
月
三
○
日

ま
で

と
う
も
ろ
こ
し
の
う
ち
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
第
三

平
成
二
〇
年
四

三
二
三
、
八
○
○

条
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
り
飼
料
用
に
供
す
る
も
の

月
一
日
か
ら
平

ト
ン

成
二
一
年
三
月

三
一
日
ま
で

と
う
も
ろ
こ
し
の
う
ち
コ
ー
ン
フ
レ
ー
ク
、
エ
チ
ル
ア

平
成
二
〇
年
四

三
八
、
四
○
○
ト

ル
コ
ー
ル
又
は
蒸
留
酒
の
製
造
に
使
用
す
る
も
の

月
一
日
か
ら
同

ン

年
九
月
三
○
日

ま
で

と
う
も
ろ
こ
し
の
う
ち
そ
の
他
の
も
の

平
成
二
〇
年
四

八
二
、
五
○
○
ト

月
一
日
か
ら
同

ン

年
九
月
三
○
日



ま
で

別
表
第
一
一
○
七
・
一
○
号
及
び
第
一
一
○
七
・
二
○
号
の
項
中
「
平
成
一
九
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
二
○
年
三
月
三

一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
○
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
○
日
ま
で
」
に
、
「
二
七
一
、
○
○
○
ト
ン
」
を
「
三
○
五
、

六
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
一
○
八
・
一
二
号
、
第
一
一
○
八
・
一
三
号
、
第
一
一
○
八
・
一
四
号
、
第
一
一
○
八
・
一
九
号
、
第
一
一
○

八
・
二
○
号
、
第
一
九
○
一
・
二
○
号
及
び
第
一
九
○
一
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
九
年
一
○
月
一
日
か
ら
平
成
二
○
年

三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
○
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
九
月
三
○
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

別
表
第
一
二
○
二
・
一
○
号
及
び
第
一
二
○
二
・
二
○
号
の
項
並
び
に
第
一
二
一
二
・
九
九
号
の
項
中
「
平
成
一
九
年
四

月
一
日
か
ら
平
成
二
○
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
○
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
改
め

る
。別

表
第
一
七
○
三
・
一
○
号
及
び
第
一
七
○
三
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
○
年
三
月
三
一

日
ま
で
」
を
「
平
成
二
○
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
一
二
、
○
○
○
ト
ン
」
を
「
一
○
、

○
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。



別
表
第
一
八
○
六
・
二
○
号
の
項
中
「
平
成
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
○
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
○
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
一
七
、
一
○
○
ト
ン
」
を
「
一
七
、
二
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
○
○
二
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
○
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
○
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
三
九
、
九
○
○
ト
ン
」
を
「
三
八
、
二
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
○
○
八
・
二
○
号
の
項
中
「
平
成
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
○
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
二
○
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
、
「
四
八
、
九
○
○
ト
ン
」
を
「
四
六
、
五
○
○
ト
ン
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
一
○
六
・
九
○
号
の
項
、
第
四
一
○
一
・
二
○
号
、
第
四
一
○
一
・
五
○
号
、
第
四
一
○
一
・
九
○
号
、
第
四

一
○
四
・
一
一
号
、
第
四
一
○
四
・
一
九
号
、
第
四
一
○
四
・
四
一
号
、
第
四
一
○
四
・
四
九
号
、
第
四
一
○
七
・
一
一
号

、
第
四
一
○
七
・
一
二
号
、
第
四
一
○
七
・
一
九
号
、
第
四
一
○
七
・
九
一
号
、
第
四
一
○
七
・
九
二
号
及
び
第
四
一
○
七

・
九
九
号
の
項
、
第
四
一
○
五
・
三
○
号
、
第
四
一
○
六
・
二
二
号
、
第
四
一
一
二
・
○
○
号
及
び
第
四
一
一
三
・
一
○
号

の
項
、
第
五
○
○
一
・
○
○
号
の
項
並
び
に
第
六
四
○
三
・
二
○
号
、
第
六
四
○
三
・
四
○
号
、
第
六
四
○
三
・
五
一
号
、

第
六
四
○
三
・
五
九
号
、
第
六
四
○
三
・
九
一
号
、
第
六
四
○
三
・
九
九
号
、
第
六
四
○
四
・
一
九
号
、
第
六
四
○
四
・
二

○
号
、
第
六
四
○
五
・
一
○
号
及
び
第
六
四
○
五
・
九
○
号
の
項
中
「
平
成
一
九
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
○
年
三
月
三
一



日
ま
で
」
を
「
平
成
二
○
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
一
年
三
月
三
一
日
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
八
条

関
税
割
当
制
度
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
及
び
第
五
〇
〇
一
・
〇
〇
号
」
を
「
、
第
五
〇
〇
一
・
〇
〇
号
及
び
第
五
〇
〇
二
・
〇
〇
号
」
に
改

め
る
。

別
表
第
五
○
○
一
・
○
○
号
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五
○
○
一
・
○
○

繭
（
繰
糸
に
適
す
る
も
の
に
限
る
。
）
及
び
生
糸
（
よ

関
税
定
率
法
等

一
、
八
六
○
ト
ン

五
○
○
二
・
○
○

つ
て
な
い
も
の
に
限
る
も
の
と
し
、
野
蚕
の
も
の
を
除

の
一
部
を
改
正

（
生
糸
換
算
数
量

く
。
）

す
る
法
律
（
平

と
し
、
繭
一
ト
ン

成
二
十
年
法
律

は
、
生
糸
○
・
四

第
五
号
）
附
則

ト
ン
に
換
算
す
る

第
一
条
第
三
号

も
の
と
す
る
。
）

に
定
め
る
日
か

を
三
百
六
十
五
で

ら
平
成
二
一
年

除
し
て
得
た
数
量



三
月
三
一
日
ま

に
関
税
定
率
法
等

で

の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
二

十
年
法
律
第
五
号

）
附
則
第
一
条
第

三
号
に
定
め
る
日

か
ら
平
成
二
一
年

三
月
三
一
日
ま
で

の
日
数
を
乗
じ
て

得
た
数
量
（
一
ト

ン
未
満
の
端
数
が

あ
る
と
き
は
、
こ

れ
を
四
捨
五
入
し



て
得
た
数
量
）

（
電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
税
関
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
九
条

電
子
情
報
処
理
組
織
に
よ
る
税
関
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
五
十
二
年
政
令
第
二
百
二
十
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
二
号
中
「
執
務
時
間
」
を
「
開
庁
時
間
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
七
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

二
七
の
二

関
税
法
第
六
十
三
条
の
二
第
二
項
（
特
定
保
税
運
送
の
際
の
運
送
目
録
の
提
示
）
の
規
定
に
よ
る
運

送
目
録
の
提
示

二
七
の
三

関
税
法
第
六
十
三
条
の
二
第
三
項
（
特
定
保
税
運
送
の
到
着
の
確
認
）
の
規
定
に
よ
る
運
送
目
録
の

提
示

二
七
の
四

関
税
法
第
六
十
三
条
の
二
第
四
項
（
特
定
保
税
運
送
の
到
着
の
確
認
後
の
運
送
目
録
の
提
出
）
の
規

定
に
よ
る
運
送
目
録
の
提
出

別
表
第
三
一
号
中
「
第
五
十
九
条
の
三
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
五
十
九
条
の
四
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。



別
表
第
三
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
六

削
除

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当
該
各
号
に
定

め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

第
一
条
中
関
税
法
施
行
令
第
五
十
八
条
の
改
正
規
定

平
成
二
十
年
六
月
一
日

二

第
三
条
中
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
第
十
一
条
及
び
第
十
二
条
の
改
正
規
定
並
び
に
第
八
条
の
規
定

関
税
定
率
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
五
号
）
附
則
第
一
条
第
三
号
に
定
め
る
日

（
関
税
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
政
令
の
施
行
の
日
前
に
関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
六
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
輸
入
の
申

告
が
さ
れ
た
貨
物
で
あ
っ
て
、
同
日
以
後
に
同
法
第
七
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
申
告
が
さ
れ
る
貨
物
に
係
る
第
一

条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
関
税
法
施
行
令
第
四
条
の
四
及
び
第
四
条
の
十
二
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の



例
に
よ
る
。


